




















































































































































































































































 ハーベスト用API 1種類（1機関）：想－IMAGINE Book 
Search
17
SRW、SRU
OpenSearch
OpenURL
Z39.50 付加価値をつけたサービスの提供
API
APIの利用（図解）
【検索用API】
【ハーベスト用API】
OAI-PMH
(平成20年3月公開）
(平成20年12月公開）
【検索用APIの利用】
・ 広島市立図書館「広島文学資料」
・明治大学オンラインナレッジ検索
・Weblio 等
【ハーベスト用APIの利用】
・WebcatPlusと
近代デジタルライブラリーの連携
・想－IMAGINE Book Search
・hon.jp(電子書籍検索サイト）等
（６）API その２
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想-IMAGINE Book Search
PORTAのAPIを
利用（OIA-PMH)
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（７）今後のデジタルアーカイブの統合検索サービス
◆PORTAからNDLサーチへ◆
PORTA
総合目録ネット
ワーク
全国新聞総合
目録データ
ベース
児童書総合
目録
NDLサーチ
平成24年1月に
統合し公開
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（７）今後のデジタルアーカイブの統合検索サービス
◆NDLサーチのコンセプト◆
 データを集約し多様なルートで利用者に届ける
 国立国会図書館の蔵書、都道府県立図書館、政令指定
都市立図書館の蔵書、日本のデジタルアーカイブのコンテ
ンツ（＝PORTA)を多彩な検索支援を駆使して、様々な利
用者に提供する。
◆外部連携方針◆
 外部との連携による統合検索サービスの提供、APIの提供
 外部のウェブサービスとの連携によるサービスの提供
 研究開発による連携
 コンテンツの統合利用促進のための環境整備
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NDLサーチ(開発版）のトップ画面
↑PORTAが移行
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NDLサーチ(開発版）検索結果画面
ファセット アイコン 適合すれば紙資
料からも表示
所蔵図書館
デジタルアーカイブだ
けに絞り込める
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自動翻訳
韓国、中国語
NDLサーチ(開発版）の詳細検索画面
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（７）今後のデジタルアーカイブの統合検索サービス
◆NDLサーチの開発◆
 開発版の公開 平成22年8月（http://iss.ndl.go.jp/）
～今後順次機能拡張したものを公開
 開発に利用しているソフトウェア
 OSS
 Next-L Enju（オープンソースの統合図書館システム）
 Hadoop（分散コンピューティングソフトウェア）
 GETAssoc(連想検索）
 Heritrix(収集ロボット）
 他機関の研究開発成果
 日中・中日言語処理技術の開発研究 （NICT)
 商用ソフトウェア
 J-SERVER （高電社)：日中韓翻訳機能
 メタデータ
 国立国会図書館ダブリンコアメタデータ記述（DC-NDL）(2010年6月）に
準拠
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（８）遺跡資料とデジタルアーカイブ統合検索との連
携による効果
 遺跡資料に関連する様々なコンテンツが、各種データ
ベースから同時に形態にとらわれず検索される（動画、
イメージも含む）ことにより、遺跡資料の利活用がより進
展すると考えられる。
→新しい資料の発見がある。
→より一般の人へのアカウンタビリティも向上
(例）Europeana
 紙資料とデジタル化資料とを別々に検索する必要がなく
なり、効率的に原文情報が手に入ると考えられる。
 デジタル化された郷土資料も同時に検索できる。
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http://www.europeana.eu/portal/
Europeana
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ご静聴ありがとうございました
